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１ 会議名   令和４年 第２回教育委員会会議 会議録 

２ 開催日時    令和４年２月 15 日（火）午後１時 30 分～午後３時 00 分 

３ 開催場所  ２階 特別会議室 

４ 出席委員  教育長 守山 敏晴   

委 員 廣田 登志子、村尾 利勝、竹田 千恵、渡邉 博明 

５ 欠席委員  なし 

６ 会議出席者 

教育次長   ： 三浦 成寿 

由宇支所長  ： 藤中 公子  周東支所長  ： 加藤 勝巳 

錦支所長   ： 下村 豊   美和支所長  ： 亀弘 典久 

教育政策課長 ： 遠藤 克也   

教育政策課 英語教育推進室長  ： 鬼武 伸哉 

学校教育課長 ： 林 孝志   学校教育課主幹 ： 仁田 誠彦  

学校教育課 給食管理室長 ： 弘田 文利  

青少年課長 教育センター所長兼務 ： 福屋 憲道 

文化財保護課長 岩国徴古館長兼務 ： 後 詳子 

生涯学習課長 中央公民館長兼務： 村重 加代子 

中央図書館長 ： 山本 圭子   

７ 会議従事職員   教育政策課 ： 大黒屋 誠、村上 葵 

８ 会議録署名委員  村尾 利勝、竹田 千恵 

９ 議事日程 

日程第１ 会議録署名委員の指名について 

日程第２ 報告第２号  所管事項について 

日程第３ 報告第３号 給食費の改定について 

日程第４ 議案第 16 号 
岩国市教育支援教室の設置に関する規則の一部を改正す

る規則について 

日程第５ 議案第 17 号 
岩国市図書館条例施行規則の一部を改正する規則につい

て 

日程第６ 議案第 18 号 令和３年度教育費３月補正予算の見積りについて 

日程第７ 議案第 19 号 令和４年度教育費予算の見積りについて 

  日程第８ 議案第 20 号 岩国市英語交流センター運営基金条例について 

日程第９ 議案第 21 号 不動産の取得についての一部変更について 

日程第 10 議案第 22 号 
岩国市小中学校タブレット端末等維持管理基金条例を廃

止する条例について 

日程第 11 議案第 23 号 
令和４年度小学校及び中学校において使用する学校教育

法附則第９条に規定する教科用図書の採択について 

日程第 12 議案第 24 号 岩国市図書館条例の一部を改正する条例について 

日程第 13 議案第 25 号 岩国市立小学校統合のあり方について 

日程第 14 議案第 26 号 英語交流センター条例施行規則について 
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・ただいまから令和４年第２回岩国市教育委員会会議を開会します。 

・本日は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、関係者を最

小限に絞って開催することとしたいため、非公開としたいと思います

が、御異議ありませんか。 

・異議なし。 

・御異議なしと認め、非公開として議事を進めてまいります。 

・では、はじめに、日程第１会議録署名委員の指名を行います。本日の会

議録署名委員は、村尾委員と竹田委員にお願いします。 

・本日の議題は、日程第２「報告第２号 所管事項について」、日程第３

「報告第３号 給食費の改定について」、日程第４「議案第 16 号 岩国

市教育支援教室の設置に関する規則の一部を改正する規則について」、

日程第５「議案第 17 号 岩国市図書館条例施行規則の一部を改正する

規則について」、日程第６「議案第 18 号 令和３年度教育費３月補正予

算の見積りについて」、日程第７「議案第 19 号 令和４年度教育費予算

の見積りについて」、日程第８「議案第 20 号 岩国市英語交流センター

運営基金条例について」、日程第９「議案第 21 号 不動産の取得につい

ての一部変更について」、日程第 10「議案第 22 号 岩国市小中学校タブ

レット端末等維持管理基金条例を廃止する条例について」、日程第 11「議

案第 23 号 令和４年度小学校及び中学校において使用する学校教育法

附則第９条に規定する教科用図書の採択について」、日程第 12「議案第

24号 岩国市図書館条例の一部を改正する条例について」、日程第 13「議

案第 25 号 岩国市立小学校統合のあり方について」、日程第 14「議案第

26 号 英語交流センター条例施行規則について」、以上でございます。 

・それでは、日程第２「報告第２号 所管事項について」を議題といたし

ます。これについては、協議会形式で進めたいと思います。各担当部署

から先に配布しております行事予定表について、補足又は所管事項に関

する懸案等がありましたら説明をお願いします。 

・３月 12 日の「錦町芸能発表会」につきましては、主催者である錦町文

化協会から連絡があり、新型コロナウイルス感染症の感染状況を鑑み中

止となっております。３月 26 日「美川小学校休校式」については、今

のところ感染防止対策を十分にとった上で開催する方向で準備を進め

ております。教育長や教育委員をはじめ、主催関係者の方には御出席等

の御協力をよろしくお願いいたします。 

・３月は小学校・中学校の卒業式を予定しております。告辞等、また御協

力をよろしくお願いいたします。 

・２月 19 日に市民文化会館で予定しておりました「立志の日の作文発表

大会」ですが、まん延防止等重点措置の期間中のため、施設が利用でき

ないこともあり中止といたしました。本来であれば優秀賞の８名が本大
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会で発表し、審査を経て最優秀賞を１名決定することとなっておりまし

た。残念ながら従来の発表は中止といたしましたが、素晴らしい作文で

すのでアイキャンに協力を依頼し、生徒の発表を各学校で撮影していた

だき、８名の発表をアイキャンで放送することにしております。またそ

の映像を基に青少年育成市民会議の役員でビデオ審査をし、最優秀賞を

決定いたします。 

・２月に予定しておりました「古本市」につきまして、休館中のため３月

に順延いたします。 

・全体を通して御意見・御質問がありましたらお願いします。 

・生涯学習課にお尋ねします。今年から成人年齢が 20 歳から 18 歳に引き

下げとなりますが、成人式の在り方について教えてください。何か検討

はされていますか。 

・令和２年の３月末に市長の記者会見で発表しましたが、令和４年度以降

に開催する成人式については、今までどおり 20 歳になる人を対象に行

います。名称等については社会教育委員会議などを踏まえて決定し、来

年度に公表したいと考えております。 

・令和５年の１月以降については。 

・今のところ同じように 20 歳で行います。 

・全国を見ると 18 歳で実施する市町村がありますよね。県内で 18 歳で行

う予定のところはありますか。 

・以前に調べた段階ではありませんでした。18 歳で実施するのは和歌山県

の辺りだったと思いますが、珍しいパターンかと思います。 

・今後 18 歳で実施する自治体が広がれば、検討する余地が出てくるので

はと思います。 

・中央図書館に要望があります。１月初旬に電子図書館を利用してみよう

と思いアクセスを試みたところ、会員ナンバーが必要だと画面に出てき

ました。図書カードを紛失してしまっていたので入力できず、また、遠

方にいたため図書館に行くこともできず、さらには休館中だったので電

話等で確認ができず結局諦めてしまいました。今後可能であれば、登録

しているが図書カードを紛失してしまった人向けに、エントリーできる

ような案内がホームページ上にあればいいなと思いました。 

・図書カードのデータについては、住基と連携しておりませんので、転出

してもそれが反映されず記録が残ってしまうため、10 年間利用がなけれ

ばデータが削除されるようになっております。現在利用中の方は、住所

等の変更がないか２、３年おきに確認させていただいております。カー

ドがなくなった場合は 100 円で再発行をしております。一度お問い合わ

せいただければと思います。 

・電子図書館利用での新規登録はできないのですか。 

・図書カードの登録が残っていれば、昨年の 10 月１日から図書カードの
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番号とパスワードである生年月日で利用可能です。失効していると入れ

ないので、まずは図書カードを作っていただくところからお願いしま

す。ホームページの見やすさについては努力します。 

・ちなみにマイナンバーカードとの連携も将来的には考えられますか。 

・保険証などいろんなものと結びついてくると思いますので、その時は図

書館も入れたいと思います。 

・英語教育推進室にお尋ねします。３月 26 日に英語交流センターのオー

プニングセレモニーがあるとのことですが、内容については何か決まっ

ていますか。 

・現在、運営を委託しているＤＭＭと検討を重ねているところで、確定は

まだしていません。 

・式典を２時から行いまして、30 分程度を想定しています。それから市民

に開放します。いろんな方に集まっていただいて楽しんでいただけるよ

うなイベントを開催したいと思っております。 

・市民への周知はいかがですか。 

・これからやっていこうと思っております。 

・別にないようでしたら、以上で報告第２号を終わります。 

・次に、日程第３「報告第３号 給食費の改定について」を議題といたし

ます。それでは学校教育課から説明をお願いします。 

・給食費の改定について説明いたします。本市の小中学校の学校給食一食

当たりの給食栄養価について、令和２年度分を調査したところ、文部科

学省が示している学校給食摂取基準のエネルギー量、栄養素において基

準値を充足していない項目がありましたので、栄養改善検討を行い、令

和４年度４月分から給食費単価改定を行う予定としています。 

・学校給食の栄養管理、献立作成は、学校給食実施基準を基に実施するこ

ととされており、学校給食摂取基準においては、児童生徒の健康の増進

及び食育の推進を図るために望ましい栄養量を算出したものです。児童

又は生徒一人一回当たりの全国的な平均値として示されたものであり、

あくまで目安として、適用に当たっては個々の健康及び生活活動等の実

態並びに地域の実情等に十分配慮し、弾力的に運用することとされてい

ます。 

・令和２年度における岩国市の平均値と比較をしたところ、別添のとおり、

市内の小学校では、エネルギー量が 641 キロカロリーで、文部科学省の

示す目安に９キロカロリー少し下回り、栄養素はナトリウムがやや上回

り、鉄分がやや下回っていました。また中学校では、エネルギー量が 775

キロカロリーで、基準より 55 キロカロリー下回り、栄養素はナトリウ

ムがやや上回り、カルシウム、マグネシウム、鉄、ビタミンＢ２、食物

繊維の５項目でやや下回っていました。特に小学生よりも中学生の方が

栄養価の改善を図る必要性が高いと考えられます。 
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・そこで、給食栄養摂取を改善するための方法として、今後使用できる食

材の種類を増やすことや栄養価の高い食品などを取り入れることで、適

切な栄養量、栄養素を摂取することができるよう献立改善を行っていき

たいと考えています。特に中学生の不足がちな栄養量、栄養素について

は、カルシウムや鉄を多く含んだ栄養強化食品である小魚食品や乳製品

を増やすことで献立内容の充実と栄養摂取の改善を図ります。あわせ

て、パン、牛乳などの食材費の上昇にも対応したいと考えています。 

・本市における給食費の改定推移については、別紙の表のとおりです。小

学校では平成 25 年度に改定し、中学校は平成 21 年度に統一単価に改定

してから変更をしておりません。また、市内の市立小中学校の給食費は

平成 30 年度から給食費の無償化を実施しているため、保護者からの給

食費負担はいただいておりません。 

・現在一食当たりの給食費は、小学校 265 円、中学校 285 円で、栄養摂取

量等の改善を図る上では、現在の給食費では給食献立を作成することが

困難になります。改定単価の決定に当たっては、学校給食摂取基準を目

安として、栄養エネルギー量を増やすことなどを基に改定額を決めてお

ります。つきましては、令和４年度４月分から、小学校は 270 円に、中

学校は 310 円に給食費の改定を予定しています。なお、改定後の給食費

を県内市町の給食費単価と比較しますと、小学校は上位最高単価であ

り、中学校は上位２番目の額となります。給食費を改定することで、児

童生徒の心身の発達のために安心安全で栄養バランスのとれた美味し

い学校給食の提供、食育の充実を図りたいと考えていますので、よろし

くお願いします。 

・ただいまの説明に、御質問・御意見がありましたら、お願いします。 

・改定についての趣旨はよく分かりました。給食費は基本的には市が払っ

ており保護者負担ではないのであまり問題はないと思いますが、今年に

入って粉類や油、野菜などほとんどのものが値上がりしており、材料購

入費にそれが跳ね返ってきています。材料購入費が高くなると学校側は

給食の質を落とさざるを得なくなり、今までフルーツを１つ付けていた

ものを削るとか、そのような工面を当時行っていました。そのような物

価上昇に対する改定は含まれていないのですか。 

・物価に関しては、把握はしておりますが現段階では明確には分かってお

りません。過去に牛乳やパン、米など毎日出す食材の価格を調べたとこ

ろ、米に関してはほとんど変動しておりませんが、牛乳は平成 25 年度

に比べると十数円値上がりしており、1 本当たり約 65 円となっていま

す。さらに、今後も上がることが想定されます。野菜も変動しますので、

地元の野菜農家に見積もりをとって、計画的に全体で質が落ちないよう

に工夫しております。 

・物価の上昇を見越して給食費を上げていくのが当然であろうと思いま
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す。平成 27 年に 265 円で、それから７年で５円しか上がらないという

のは上げ幅が少ないのではないのでしょうか。今回はエネルギー面の理

由だけで上げるのですか。 

・おっしゃるとおりで小学校に関してはエネルギー量を理由に値上げしま

す。 

・乳製品が４月からまた上がるようですが、増額分で賄えますか。それで

一品ほど減らすとまたエネルギー量が下がると思います。途中足りなけ

れば補正を組んでいくということであれば別ですが。 

・価格を今後どうするかは常に把握しながら工面していきます。栄養価も

主に考えていますが、何の材料を使うかによって価格が変わりますし、

その辺りは考えながら入れて栄養価が落ちないように工夫します。 

・給食費の改定については、エネルギー量の保証はもちろん、物価上昇を

見越して５年や 10 年のスパンで価格改定をしてきたと思います。小学

校の給食費をエネルギーの面だけで５円上げるというのは、今後やって

いくには苦しいのではないかと思うのですが、いかがですか。 

・値上げに関しては、令和４年度が始まって対応できないようなことにな

れば当然見直します。 

・毎年見直すようなことになりますか。 

・物価の上がり具合によっては。 

・栄養士は購入価格と栄養価の問題で、金額を照らし合わせながら食材を

購入します。ですからやり繰りが難しいのではないかと思います。 

・それにつきましては、栄養教諭からの意見を聞きながら反映していきま

す。 

・献立委員会は毎月やっていますか。 

・年に４回です。 

・今回の改定について、当初は中学校での栄養価が足りないということで、

中学校のみ改定しようという案でしたが、物価高もありエネルギーの供

給がどうなるかわからない中で、小学校も上げられるときに上げておこ

うということになりました。ただ県内を見たときに、岩国市だけ突出し

て高いというのは均衡が保たれないので、県内で一番高い 270 円に合わ

せました。栄養価については今のところ問題ないと思います。その分、

中学校が 285 円から 25 円上がって 310 円となります。給食センターは

小中学校分を一緒に作っておりますので、中学校の上げ幅分で十分賄え

ると考え、今回の改定の基準にしました。 

・物価上昇も考慮してやらないといけないところなので、270 円を維持す

るのは難しいのではと思います。 

・そこも含めて検討はきちんとしております。 

・給食費は市が賄っているので、保護者からはクレームは出ないと思いま

す。エネルギー量を基準値に戻すのは良いことだと思います。一部疑問
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廣田委員 

 

 

 

給食管理室長 

 

 

廣田委員 

 

 

教育長 

 

 

 

青少年課長 

 

 

 

教育長 

教育長 

 

各委員 

教育長 

 

 

 

各委員 

教育長 

中央図書館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

は残るところです。 

・値上げをして県内で最高位か２番目ということですよね。牛乳は県が全

部購入していますので、ほかの市町と単価は同じはずなのですが、岩国

市は野菜については地産地消で、その土地で採れたものを安く仕入れて

いると思うのですが、そこの工夫では追いつけないのですか。 

・野菜も当然市内の野菜を優先的に使っています。冷凍食品を使えば安く

できますが、地元のものを使ってというのがありますので、そうすると

価格は高くなります。 

・議会でも問題になっていましたけど、エネルギー量がたった僅かでも基

準を下回るのは、保護者にとっては心配の元なので、総カロリーと栄養

素をきちんと栄養士に管理してもらう必要があると思います。 

・別にないようでしたら以上で報告第３号を終わります。 

・次に日程第４「議案第 16 号 岩国市教育支援教室の設置に関する規則

の一部を改正する規則について」を議題といたします。青少年課から説

明をお願いします。 

・11 月の教育委員会会議で御説明したように、この度、令和４年４月から

教育支援西教室が、現在の中久宗の集会所から旧保健センターの跡地に

移転することになりました。それに伴い、住所の変更をおこなうもので

す。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

・ただいまの説明に、御質問・御意見がありましたら、お願いします。 

・別にないようでしたら議案第 16 号は原案のとおり決することに御異議

ありませんか。 

・異議なし。 

・御異議なしと認め、議案第 16 号は原案のとおり決します。 

・ここで、次の日程第５と説明者が同一のため、先に日程第 12「議案第

24 号 岩国市図書館条例の一部を改正する条例について」を議題とした

いと思いますが、いかがでしょうか。 

・異議なし。 

・御異議なしと認めます。それでは、中央図書館から説明をお願いします。 

・議案第 24 号 岩国市図書館条例の一部を改正する条例について御説明い

たします。岩国市中央公民館等複合施設の建替えにより、令和７年度末

までを予定として、岩国図書館を岩国西郵便局内に仮移転することに伴

い、その位置を変更することについて規定の整備を行うため、提案する

ものです。なお、岩国図書館につきましては、本年７月 10 日までは現

在の場所で業務を行い、移転作業後、同月 19 日から岩国西郵便局内で

業務を行う予定としていることから、本条例は、本年７月 19 日から施

行することとしております。以上、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます｡ 

・ただいまの説明に、御質問・御意見がありましたら、お願いします。 
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教育長 

 

各委員 

教育長 

 

 

 

中央図書館長 

 

 

 

 

 

 

教育長 

教育長 

 

各委員 

教育長 

 

 

 

教育政策課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・別にないようでしたら議案第 24 号は原案のとおり決することに御異議

ありませんか。 

・異議なし。 

・御異議なしと認め、議案第 24 号は原案のとおり決します。 

・次に日程第５「議案第 17 号 岩国市図書館条例施行規則の一部を改正す

る規則について」を議題といたします。それでは、中央図書館から説明

をお願いします。 

・議案第 17 号 岩国市図書館条例施行規則の一部を改正する規則について

御説明いたします。民法改正により成人年齢が引き下げられること等に

伴い、提案するものです。なお、押印の見直しに伴う様式変更について

も併せて提案するものですが、これにつきましては、10 月の教育委員会

会議での提案漏れによるものです。本規則は、公布の日から施行するこ

ととし、様式第１号の改正規定は、本年４月１日から施行することとし

ております。以上、御審議のほどよろしくお願いいたします｡ 

・ただいまの説明に、御質問・御意見がありましたら、お願いします。 

・別にないようでしたら議案第 17 号は原案のとおり決することに御異議

ありませんか。 

・異議なし。 

・御異議なしと認め、議案第 17 号は原案のとおり決します。 

・次に日程第６「議案第 18 号 令和３年度教育費３月補正予算の見積りに

ついて」を議題といたします。それでは、担当課から説明をお願いしま

す。 

・議案第 18 号 令和３年度教育費３月補正予算の見積りについて、御説明

いたします。こちらにつきましては、「地方教育行政の組織及び運営に

関する法律」第 29 条の規定に基づき、教育委員会の意見を求めるもの

でございます。３月歳出歳入補正予算一覧表に沿って各担当から説明し

ます。 

・１ページの歳出について御説明します。まず２款 総務費、８項 再編関

連特別事業費の（仮称）英語交流のまち推進センター整備事業です。岩

国市英語交流センター事業用地及び建築物において、取得する専用部分

の面積の減少に伴う売買契約の変更により、減額補正を行うものです。 

・次に 10 款 教育費です。こちらはそれぞれ右の補正の詳細の欄に「決算

見込みによる調整」と記載しております。これらにつきましては、決算

を行ったところ、それぞれ余剰金等が発生しており、その調整による減

額等を示しております。上から順に、東小・中学校施設整備事業費の工

事請負費、学校給食調理員代替職員である会計年度任用職員の報酬、奨

学金貸付金、それぞれの減額補正をしております。最後の奨学基金の積

立金につきましては、貸付金よりも返還額の方が多かったことから増額

補正となります。 
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・次に歳入になります。３ページを御覧ください。それぞれ歳出に合わせ

た調整になります。全て「決算見込みによる調整」ですので、具体的な

説明につきましては割愛させていただきます。以上で教育政策課所管分

の説明を終わります。  

・学校教育課です。全て今年度の実績などを踏まえた決算見込み額から不

用額を算出し、その額を減額補正するものです。 

・歳出から説明いたします。まず就学援助費についてですが、小学校分の

就学援助費は、当初予算では扶助費を 3,347 万円としておりましたが、

決算見込み額は 2,817 万 6,825 円であり、不用額は 529 万 3,175 円とな

るため、530 万円の減額補正としております。同様に中学校分は、当初

予算では扶助費を 4,299 万 3,000 円としておりましたが、決算見込み額

は 3,640 万 3,817 円であり、不用額は 658 万 9,183 円となり 660 万円の

減額補正としております。 

・続きまして、中学校教育振興費についてですが、こちらはスクールバス・

タクシー運航委託料の減額補正です。当初予算では物件委託料を 9,541

万円としておりましたが、決算見込み額は 8,737 万 1,000 円となること

から、不用となる 803 万 9,000 円の減額補正としております。 

・また、教科書採択に伴う整備事業につきましても、当初予算では一般備

品を 1,684 万 2,000 円としておりましたが、決算見込み額は 1,534 万

2,000 円、不用額の 150 万円を減額補正としております。 

・次に小中学校ＩＣＴ推進事業について説明いたします。今年度からタブ

レット端末の持ち帰りを開始することに伴い、インターネット環境のな

い家庭へモバイルルーターの貸出しを行っております。当初は購入した

ルーター1,200 台分を４月から貸し出すことを想定し、データ通信料１

年分などを通信運搬費として 1,789 万 4,000 円計上しておりましたが、

実績としましてはタブレットの持ち帰りが冬休みから開始になったこ

となどから、決算見込み額は 749 万 3,630 円となり、1,040 万円の減額

補正としております。また、このルーターの利用開始処理、利用済処理

に係る手数料として 1,011 万 3,000 円を計上しておりました。こちらも

当初は業者から提出されたルーターの初期設定に係る見積書を参考に

予算を計上しましたが、業務内容を再検討した結果、見積額に比べ 1 回

の手数料単価が安く済んだこと、またルーターの利用者も見込みより少

なかったことなどから、決算見込み額は 33 万 6,000 円となり、977 万

7,000 円の減額補正としております。 

・次に歳入につきましては、歳出でも御説明したとおり家庭へのモバイル

ルーターの貸出しを４月から開始し、そのデータ通信料を各家庭に負担

していただくことを当初想定しておりましたが、貸出しが冬休みからに

なったことなどから、今年度に家庭から負担いただく通信料の見込み額

が 124 万 4,000 円となり、不用額の 1,459 万 6,000 円を減額補正するも
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青少年課長 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化財保護課
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由宇支所長 

 

 

 

教育長 

 

 

各委員 

教育長 

 

のです。以上です。 

・青少年課です。青少年育成センター関係費について、これは今年度街頭

補導が全て中止になり報償費が発生しなかったため、減額補正するもの

です。以上です。 

・生涯学習課及び中央公民館の繰越明許費補正です。成人式関係費につき

まして、本事業は令和４年１月９日に開催する予定でしたが、岩国市内

の感染拡大に伴い延期することになったため、この費用について繰越し

をするものです。 

・公民館整備事業ですが、土地購入費について中央公民館の駐車場拡張に

伴う取得予定地の一部について、代替地所有者との補償交渉に不測の日

数を要したため、年度内の移転住居の完成・現住居の解体が困難になり、

年度内の用地取得が困難になったことから、前払い金を除く土地購入費

について令和４年度に繰越すものです。 

・文化財保護課です。まず民俗芸能まつり開催事業につきまして、新型コ

ロナウイルス感染症拡大予防の観点から行事を中止したため、全額の

113 万 1,000 円を減額しております。次に岩国シロヘビの館運営費の減

額ですが、こちらにつきましては、新型コロナウイルス感染症拡大予防

のため「岩国シロヘビの館」における企画展を縮小したもので、関係予

算として 153 万 6,000 円の減額となっております。 

・続きまして３ページの歳入ですが、新型コロナウイルス感染症の拡大に

伴う「岩国シロヘビの館」の入館者が減少したことによる決算見込みに

より減額補正しております。 

・最後に４ページ、繰越明許費です。今年度、旭町第二屋外放飼場の改修

工事を行っています。それに先立ち飼育しておりますシロヘビの回収を

事前に行いますが、施工中に思わぬシロヘビの発見が相次ぎ、発見個体

の捕獲・保護に不測の日数を要すると見込まれ、安全確保のため繰越明

許をしております。 

・続きまして、岩国徴古館ですが、岩国市博物館整備事業費の物件委託料

について、入札差金等により減額補正しております。 

・文化財保護費の由宇支所分について御説明いたします。２ページの歳出

ですが、文化財保護事業としまして、新型コロナウイルス感染症の拡大

により年番神楽が中止となりまして、18 万円の減額補正をしておりま

す。 

・ただいまの説明に、御質問・御意見がありましたら、お願いします。 

・別にないようでしたら議案第 18 号は原案のとおり決することに御異議

ありませんか。 

・異議なし。 

・御異議なしと認め、議案第 18 号は原案のとおり決します。 

・次に日程第７「議案第 19 号 令和４年度教育費予算の見積りについて」
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を議題といたします。それでは、教育次長から説明をお願いします。 

・議案第 19 号 令和４年度教育費予算の見積りについて、御説明いたしま

す。こちらにつきましては、「地方教育行政の組織及び運営に関する法

律」第 29 条の規定に基づき、教育委員会の意見を求めるものでござい

ます。 

・まず１ページ（１）予算規模につきましては、令和４年度の教育費が 50

億 2,269 万 6,000 円で、昨年度よりも約２億 4,000 万円の減額となって

います。市の一般会計当初予算は 680 億 3,352 万 7,000 円で、昨年度よ

りも約 13 億円の増額になります。一般会計に占める教育費の割合は棒

グラフで示しておりますとおり、令和３年度の 7.9 パーセントに対し、

令和４年度は 7.4 パーセントと、0.5 ポイント減少しております。 

・次に、２ページの（２）教育費内訳の目的別内訳についてです。教育総

務費や小学校費が減額、社会教育費や教育諸費などが増額となっており

ます。次に、主な増減科目です。増減額が大きい２科目を掲載しており

ます。減額幅の大きいものが小学校費の学校建設事業費で、約７億 6,500

万円の減額になります。主な減額要因は東小・中学校施設整備事業が今

年度で事業完了することによるものです。増額幅の大きいものは、教育

諸費の教育振興費で約１億 9,800 万円の増額となっております。主な増

額要因は新たに小中学校ＩＣＴ環境整備事業を計上したことによるも

のです。 

・次に社会教育費内訳について掲載しております。主な増減科目について 

ですが、表の下から３行目になりますが、徴古館費が約 8,300 万円の増

額となっております。主な増額要因は、岩国市博物館整備事業費の増額

によるものです。 

・次に、３ページの教育諸費内訳についてです。教育諸費の主な増減科目 

についてですが、学校給食費が約 1 億 2,000 万円の増額で、表では一番

下になりますが、教育振興費も１億 9,800万円の増額となっております。

学校給食費の主な増額要因は、岩国北部地域給食施設整備事業費の増額

によるものです。また、教育振興費の主な増額要因は、小中学校ＩＣＴ

環境整備事業を計上したことによるものです。 

・次に（３）10 款 教育費以外の教育関係予算についてです。特定防衛施

設周辺整備費の内、文教施設整備事業費が約 20 万円の増額、教育振興

支援事業費が約 1,700 万円の減額になります。再編関連特別事業費の学

校施設等整備事業費が、約２億 8,900 万円の減額になります。そして、

令和４年度から新たに創設された（仮称）岩国基地関連特別事業費に学

校施設等整備事業費を約 8,600 万円計上しております。文教施設災害復

旧費は昨年と同額です。 

・次に、主な増減事業についてです。再編関連特別事業費の減額は、主に

（仮称）英語交流のまち推進センター整備事業が完了したことによるも
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のです。それから（仮称）岩国基地関連特別事業費としましては、今年

の３月 26 日に供用開始予定の英語交流センター運営事業費及び運営基

金積立金を計上しております。 

・続きまして４ページです。主な事業について御説明します。 

・まず２款 総務費に計上されております特定防衛施設周辺整備費になり

ます。学校空調設備整備基金積立金です。学校の空調設備整備事業等を

実施するための基金の運用益（預金利息）を積み立てるものです。 

・次に、小学校及び中学校の学校空調設備維持管理事業です。学校空調設

備整備基金を活用して整備した空調設備の維持管理を行います。主な経

費は空調設備の電気代です。 

・次に、学校給食運営基金積立金です。給食無償化を実施するための交付

金と基金の運用益を積み立てるものです。 

・続きまして５ページの小中学校学校給食運営事業です。経費の主な内訳

は、学校給食の食材費、給食管理システムの保守管理業務等です。 

・次の小中学校学校給食費等補助金は、アレルギー疾患などで給食を食べ

られない児童生徒に対し給食費相当分を補助します。 

・次に、再編関連特別事業費です。まず学校給食施設管理運営基金積立金

ですが、岩国地域の小中学校８校の学校給食を実施するための基金の運

用益を積み立てるものです。 

・次に、岩国学校給食センター管理運営費です。これは光熱水費を始め、

民間業者への委託をしている調理業務、配送業務です。 

・続きまして６ページ、（仮称）岩国基地関連特別事業費です。英語交流

センター運営基金積立金は、英語交流センターを運営するための交付金

と、基金の運用益（預金利息）を積み立てるものです。 

・次の英語交流センター運営事業は、英語交流センターにおいて各種イベ

ントや講座を開催する費用等になります。 

・次に、10 款 教育費になります。小学校空調設備整備事業は、市立小学 

校の特別教室について、計画的に空調設備の整備を行います。 

・次に、小学校トイレ改修事業です。市立小学校のトイレについて、計画

的に衛生環境の改善を図ります。 

・次に７ページの灘小学校屋内運動場改築事業です。老朽化した灘小学校

屋内運動場を改築します。 

・次に、中学校空調設備整備事業です。市立中学校の特別教室について、

計画的に空調設備の整備を行います。 

・次に、中学校トイレ改修事業です。市立中学校のトイレについて、計画

的に衛生環境の改善を図ります。 

・次は公民館整備事業です。中央公民館の建替えに向け、令和４年度は実

施設計等を行います。 

・続きまして８ページです。岩国市博物館整備事業です。岩国市博物館等
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施設再整備計画などに基づき、博物館の基本設計等を行います。 

・次に、国際交流支援員常駐配置事業です。中学校において国際交流支援

員を常駐配置する事業になります。 

・次の小中学校日本語指導支援員配置事業は、市内小中学校に転入してく

る日本語を話せない外国人の児童生徒に対して、日本語指導を推進する

ため、外国語の堪能な支援員を配置する事業になります。 

・次に、岩国北部地域給食施設整備事業です。北部地域の小中学校の共同

調理場化に向け、美和西小学校調理場の大規模改修を行います。 

続きまして９ページです。小中学校ＩＣＴ環境整備事業です。小学校

１・２年生用のタブレット端末等の整備を行います。 

次に、小中学校ＩＣＴ推進事業です。児童生徒１人１台端末を積極的に

活用し、学習支援ソフトの整備やヘルプデスク業務の委託、ＩＣＴ活用

を支援するための人材の派遣を行います。 

・最後に、教育ネット整備事業です。市内小中学校の教職員が使用する校

務パソコンを更新するとともに、情報セキュリティ対策の強靭化を図り

ます。 

・以上で令和４年度教育費予算の見積りについての説明を終わります。な

お、御質問等につきましては、それぞれの事業を担当しております所管

課が対応いたしますので、よろしくお願いいたします。 

・ただいまの説明に、御質問・御意見がありましたら、お願いします。 

・小中学校の空調について、全クラスに空調が整っていますが、特別教室

はどれくらいの割合ですか。 

・令和元年度から３か年の計画で実施しまして 22 校行っていますが、今

年度末で 67 パーセントくらいです。 

・特別教室の空調設備、それからランチルームですね。こちらは対象には

なっていないようですが、特にコロナの関係でスペースを広くして３密

を避けてという要望がありますので、市の計画がどうなっているのかな

と思いました。半分以上、年次的に進めているのであれば良かったです。 

・別にないようでしたら議案第 19 号は原案のとおり決することに御異議

ありませんか。 

・異議なし。 

・御異議なしと認め、議案第 19 号は原案のとおり決します。 

・ここで、次の日程第８・日程第９と説明者が同一のため、先に日程第 14

「議案第 26 号 英語交流センター条例施行規則について」を議題とした

いと思いますが、いかがでしょうか。 

・異議なし。 

・御異議なしと認めます。それでは、教育政策課から説明をお願いします。 

・議案第 26 号 岩国市英語交流センター条例施行規則について、御説明い

たします。本市では、英語の学びや学び直しの機会の充実を図り、国際
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交流活動を促進することにより、魅力的な「英語交流のまち」を実現す

るための施設として、岩国市英語交流センターを設置することを決め、

昨年９月市議会において条例の議決をいただき、整備を進めてまいりま

した。 

・本規則は、岩国市英語交流センター条例の施行に関し必要な事項を定め

るもので、施設内のセミナースペースの利用について、手続きや利用者

及び入場者遵守事項などを定めるものでございます。それでは、規則案

の概要につきまして御説明いたします。本条例は、13 条から成るもので、

第１条は趣旨、第２条から第８条までは、利用上の手続き、利用の許可、

利用許可の順位、許可書の提示、利用時間、特別の設備、利用の取消し、

第９条は利用者及び入場者の遵守事項を、それぞれ規定しております。

なお本規則は、本年３月 26 日から施行することとしております。以上、

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

・ただいまの説明に、御質問・御意見がありましたら、お願いします。 

・開館時間はどのようになっていますか。 

・９時から 19 時までで、定休日は火曜日です。 

・第６条に「準備及び原状回復に要する時間を含む」という文言があった

ので気になったのですが、開館時間は規則に明記しなくていいのです

か。 

・条例の方に明記されています。 

・施設使用料を頂くのですか。 

・セミナールームという部屋は使用料として１時間当たり 690 円を頂くよ

う考えております。 

・通常利用するときにはかからないのですが、セミナールームは貸切りで

使うことができるので、その場合には使用料を頂くということです。 

・誰も利用しておらず、展示物がないときにということですか。 

・そうです。 

・どういうときに減免が適用されますか。 

・市の共催を受けた場合などです。 

・小・中学校が使うときには、教育委員会の許可を取って減免されるとい

うことですか。 

・はい。 

・規則の文面を作るに当たり、ほかの既存の施設を参考にされたのですか。 

・はい。 

・第９条の「許可を受けないで」という文面について、許可を受ければ釘

打ちや張り紙が全て許されるという解釈もできるので、利用者に何が良

くて何がダメなのかもっとよく分かるようにハッキリした方が、施設が

上手く利用できるのではないかと思います。 

・総務課文書法令班とも調整して確認します。 
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・別にないようでしたら議案第 26 号は原案のとおり決することに御異議

ありませんか。 

・異議なし。 

・御異議なしと認め、議案第 26 号は原案のとおり決します。 

・次に日程第８「議案第 20 号 岩国市英語交流センター運営基金条例につ

いて」を議題といたします。それでは、教育政策課から説明をお願いし

ます。 

・議案第 20 号 岩国市英語交流センター運営基金条例について、御説明い

たします。本基金は、国の（仮称）岩国基地関連特別交付金を財源とし

て積み立てるもので、岩国市英語交流センターの運営に要する経費に充

てるために設置するものであり、地方自治法第 241 条第１項の規定に基

づき、岩国市英語交流センター運営基金条例を制定することについて提

案するに当たり、教育委員会の意見を求めるものでございます。 

・本条例は６条から成るもので、第１条は基金の設置について、第２条か

ら第５条までは、基金における積立て、管理、処分、運用益金の処理に

関することを、第６条は委任に関し、それぞれ規定しております。なお、

本条例は、本年４月１日から施行することとしております。以上、御審

議のほど、よろしくお願いいたします。 

・ただいまの説明に、御質問・御意見がありましたら、お願いします。 

・別にないようでしたら議案第 20 号は原案のとおり決することに御異議

ありませんか。 

・異議なし。 

・御異議なしと認め、議案第 20 号は原案のとおり決します。 

・次に、日程第９「議案第 21 号 不動産の取得についての一部変更につい

て」を議題といたします。それでは、教育政策課から説明をお願いしま

す。 

・議案第 21 号 不動産の取得についての一部変更について、御説明いたし

ます。岩国駅東口元町地区優良建築物等整備事業につきましては、株式

会社いきいき東が施行者となって工事が進められ、元町一丁目地内の地

上 12 階建て再開発ビルの１階に設置する「岩国市英語交流センター」

の整備事業用地及び建築物の取得について、昨年６月市議会において議

決をいただいたところです。 

・本議案は、当該土地の共有持分の割合及び建物の床面積並びに取得金額

を変更する必要が生じたため、「岩国市議会の議決に付すべき契約及び

財産の取得又は処分に関する条例」第３条の規定により市議会の議決を

求めるもので、それを作成するに当たり教育委員会の意見を求めるもの

でございます。 

・変更の理由としましては、この再開発ビルにおいて市が取得している専

有部分の面積及び共有持分が減少したことによるもので、その取得する
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不動産である土地の共有持分 34 万 389 分の２万 7,054 を 33 万 8,927 分

の２万 5,592 に、建物の専有部分の床面積 270.54 平方メートルを 255.92

平方メートルに、取得金額１億 3,000 万 3,000 円を１億 2,297 万 7,628

円に変更するものでございます。以上、御審議のほどよろしくお願いい

たします。 

・分かりづらいので写真で御説明させていただきます。ここのデッキの部

分がマンションの共有部分とのことで、当初は業者側からここも岩国市

に売りますと提示があったのでそれを全て買い取るという契約をして

いたのですが、ここが共有なのでやっぱり売れませんという連絡があ

り、ここだけ除いた面積で購入契約をし直すというものです。 

・現時点でここはウッドデッキが施工してあり、パラソルや椅子が置ける

ようになっていますので、この部分につきましては市が専用して使わせ

てもらうという旨をマンションの管理契約に入れていただいて、それに

対応する経費を出して使わせていただくように考えております。財産と

しては取得できませんが、使用については市が使わせていただくので、

英語交流センターの運営に影響は出ないと思われます。 

・ただいまの説明に、御質問・御意見がありましたら、お願いします。 

・別にないようでしたら議案第 21 号は原案のとおり決することに御異議

ありませんか。 

・異議なし。 

・御異議なしと認め、議案第 21 号は原案のとおり決します。 

・次に日程第 10「議案第 22 号 岩国市小中学校タブレット端末等維持管理

基金条例を廃止する条例について」を議題といたします。それでは、学

校教育課から説明をお願いします。 

・議案第 22 号 岩国市小中学校タブレット端末等維持管理基金条例を廃止

する条例について、御説明いたします。岩国市小中学校タブレット端末

等維持管理基金は、国の再編交付金を財源として、平成 28 年度に市立

の全小・中学校の１クラス最大数分を整備したタブレット端末や無線通

信設備の維持管理に要する経費に充てることを目的として設置したも

のです。平成 29 年度から維持管理に要する経費にこの基金を充当して

おりましたが、令和３年度で基金の残金全額を取り崩し、基金の残額が

「０」になることから、当該基金条例を廃止するものです。 

・ただいまの説明に、御質問・御意見がありましたら、お願いします。 

・別にないようでしたら議案第 22 号は原案のとおり決することに御異議

ありませんか。 

・異議なし。 

・御異議なしと認め、議案第 22 号は原案のとおり決します。 

・次に日程第 11「議案第 23 号 令和４年度小学校及び中学校において使用

する学校教育法附則第９条に規定する教科用図書の採択について」を議
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題といたします。それでは、学校教育課から説明をお願いします。 

・議案第 23 号 令和４年度岩国市立小学校及び中学校において使用する学

校教育法附則第９条に規定する教科用図書の採択について御説明いた

します。特別支援学級等で使用する教科用図書につきましては、文部科

学省の検定を受けた教科用図書によらず、その他の教科用図書を使用す

ることができることになっており、こちらがその候補のリストとなって

います。この令和４年度の教科用図書につきましては、８月の教育委員

会会議で御承認いただきましたが、その後、一部図書に品切れや絶版が

判明したため、再度選定したものなどについて御承認を求めるものでご

ざいます。以上、よろしくお願いいたします。 

・ただいまの説明に、御質問・御意見がありましたら、お願いします。 

・別にないようでしたら議案第 23 号は原案のとおり決することに御異議

ありませんか。 

・異議なし。 

・御異議なしと認め、議案第 23 号は原案のとおり決します。 

・次に日程第 13「議案第 25 号 岩国市立小学校統合のあり方について」を

議題といたします。それでは、教育政策課から説明をお願いします。 

・議案第 25 号「岩国市立小学校統合のあり方」について御説明いたしま

す。こちらは、「岩国市立学校適正規模適正配置に関する基本方針」及

び「岩国市学校施設長寿命化計画」に基づいて進める、学校の統合につ

いての教育委員会の考え方をまとめたものです。令和２年７月に教育委

員会の中で作成し、主には市の基本方針や文部科学省の手引き等を抜粋

しており、このたび改定をしたものになります。 

・内容は、まず、適正化の基本的な考え方等を述べ、３ページから８ペー

ジまでに小規模校の課題及び利点を挙げています。そして、10 ページの

「８今後の適正化の考え方」では、市内の学校名を挙げて、具体的な統

合イメージを示しています。後半の 11 ページ以降は、統合後の廃校の

利活用の事例を掲載しています。市内の事例も３件掲載しております。

この「統合のあり方」は、適正化等を進める際に、住民の方の理解を得

るための説明などでも使用する予定です。説明は以上になります。 

・ただいまの説明に、御質問・御意見がありましたら、お願いします。 

・後ほど村尾委員にも確認していただければと思いますが、最初の統合の

あり方についてが令和２年７月にできたということですが、岩国市の都

市計画で言えば、適正化であるとかいろいろな法律があって道路を改修

するとか公園を整備することについて話し合うわけですが、今後はこれ

が大きな枠組みになってくるわけですよね。統廃合については、地域の

特性に合わせて調整する必要があり、今が一番難しいところであると思

われます。教育委員会としてきちんとした方針を示せば今後進めやすい

というのは大事なことだと思いますが、これを読んでいくと、これで万
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全なのかという心配があります。時間をかけて様々な視点から見ていろ

いろな思いを汲み取らないと。当然児童数は減少していきますので、い

かに教育の質を下げずに合わせていくかと。今、学校もまちづくりの中

の一つであるとの考えもあるので、すぐ決めることも必要だと思います

が、いろんな方の意見を聞きながら慎重に進めていくことが必要なので

はと思いました。ここが良い、ここが悪いといった修正はありませんが、

いかがでしょうか。 

・今、廣田委員から御指摘いただいた令和２年７月の策定については、事

務局内部である程度方針を持って進めた方がいいのではないかという

ことでこの時期に策定したものでして、教育委員会会議には今回初めて

提示をさせていただくことになりました。以前もお送りはさせていただ

いておりますが、今日ここでいきなり御承認をいただくのも難しいと思

います。できればある程度市の方針として、今後装港小学校等の統合説

明をする中で、装港小学校だけをターゲットに進めているのではなく、

市内全体でこういう方向で統合を進めていきますといった説明のため

の資料として提示させていただけると、地元の納得が得やすい部分があ

るということで、今日教育委員会会議に提出しております。今後もこれ

を煮詰めつつ、ある程度計画を改良できるような仕組みを作りながら、

外部に出していけるような方法がとれればと思います。改定が何度も続

くような形にしようと思います。 

・今までは、統合のあり方という文言ではなく、適正化というような形で

出ていたと思います。町村合併をして２年くらいしたときに適正化の原

案が出ました。そして各地域で適正化の対象となっている学校へ行き、

統合の意思があるかどうかということを教育委員会で現地説明をして

回った記憶があります。それが基本となって統合のあり方ができたと思

うので、基本的な考え方は当時と全く変わっていないと思います。無条

件に規模が小さいから統合しないといけないということではなく、協議

を重ねていく中で、地域と保護者の理解が得られれば、統合の方向で進

めていくということが書いてあるわけですよね。 

・そうです。 

・それであれば基本的な考え方はこれでいいと思います。 

・丁寧に対応させていただきます。 

・別にないようでしたら議案第 25 号は原案のとおり決することに御異議

ありませんか。 

・異議なし。 

・御異議なしと認め、議案第 25 号は原案のとおり決します。 

・本日の議題は以上でございます。それでは、次回の教育委員会会議の日

程について、事務局からお願いします。 

・次回の定例会は令和４年３月 22 日火曜日、市役所本庁２階特別会議室
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教育長 

 

にて 14 時から所属長会議を、14 時 30 分から教育委員会会議を開催いた

します。 

・これをもちまして、令和４年第２回岩国市教育委員会会議を終了します。  
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岩国市教育委員会会議規則第 16 条の規定により署名する。 

 

 

 

 

教育長  守山 敏晴                              

 

教育委員 村尾 利勝                        

 

教育委員 竹田 千恵  

 


